
 日　程： 2019年2月17日（日）13：30～17：00
 場　所： 関西学院大学・梅田キャンパス1405教室
  大阪茶屋町・アプローズタワー14階
  阪急・地下鉄「梅田」駅から徒歩７分/JR「大阪」駅から徒歩10分

 報告１： 細川弘明（京都精華大学教員・原子力市民委員会事務局長）
  「再生可能エネルギー100％に向けた世界の流れ」
 報告２： 朴勝俊（関西学院大学教授）
  「第５次エネルギー基本計画のホンネ？」
 講　演： 槌屋治紀（株式会社システム技術研究所所長）
  「日本の2050年100％再生可能エネルギーシナリオ」
 パネルディスカッション： コーディネーター 服部良一（元衆議院議員）
 資料代： 1000円（前売り800円）、学生以下は無料

■講演者プロフィール

槌屋 治紀 （つちや はるき）
東京大学大学院機械工学科卒
業、工学博士。100%再生可能
エネルギー社会と二酸化炭素
削減シナリオを研究。太陽電池
のコスト低下を学習曲線により
分析。IPCCの報告作成に協
力。著書に「エネルギー耕作型
文明」（東洋経済）、「これからの
エネルギー」（岩波書店）など。

細川 弘明
京都精華大学教員
原子力市民委員会事務局長

槌屋 治紀
（株）システム技術研究所所長

朴 勝俊
関西学院大学教授

脱原発政策研究会関西・公演イベント

主　催： 脱原発政策研究会・関西 協　力：  原子力市民委員会
 連絡先：０９０－１１５３－０７３４（山崎）

原発ゼロ・再生可能
エネルギー100％の
未来は実現可能か？


